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発表者らは，集団の脳活動や身体活動についてのマルチモーダルセンシングデータから，コミ

ュニケーションやインタラクションの「健康状態」を読み取り活用する研究を行っている．本発

表では，近赤外分光イメージング (functional near-infrared spectroscopy; fNIRS)による集団脳活動同

時計測 (hyperscanning) を用いて自然な集団コミュニケーションにおいて参加者間で前頭前皮質

脳活動ダイナミクスが同調することを示した研究[1]，その成果を教育コミュニケーション[2]や身

体インタラクション[3]の評価に応用した研究などを紹介する．さらに，脳活動に加えて身体活動

や眼球関連指標などを組み合わせたマルチモーダル計測によるコミュニケーションと個人のウェ

ルビーイングとの関係に関する進行中の研究や，コミュニケーション「場」の健康管理に向けた

集積化センサシステムへの期待にも言及したい． 
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